








ル力文書におけるマ力 リ ズム *
幸いの宣言と物語的文脈
原 口 尚 彰
間題の所在
新約聖書において幸いの宣言は, へプライ語の『nをµ ax dptoj・/ｵ
aK,aptoi と訳した七十人訳の用語法に倣いµ axapl ,of/µlmdlptot 定
式の形式をとる。幸いの宣言は, 福音書や使徒言行録等の物語文学に
も ( マ タ 5 : 4 , 5 , 6 , 7 , 8 , 9 , 1 0 , 1 1 ; l 1 : 6 ; 1 3 : 1 6 ; 1 6 : 1 7 ; 2 4 : 4 6 ;
ル カ l : 4 5 ; 6 : 2 0 , 2 1 , 2 2 ; 7 : 2 3 ; l 0 : 2 3 ; 1 l : 2 7 , 2 8 ; l 2 : 3 7 , 3 8 ,
4 3 ; 1 4 : 1 4 , l 5 ; 2 3 : 2 9 ; ヨ ハ l 3 : 1 7 ; 2 0 : 2 9 ; 使 2 0 : 3 5 ), 書簡文
学 に も ( ロ マ 4 : 7 , 8 ; 1 4 : 2 2 ; I コ リ 7 : 4 0 ; ヤコ l : 1 2 , 2 5 ; I ぺ ト
3 : l 4 ; 4 : l 4 ), 黙 示 文 学 に も 見 ら れ る が ( 黙 l : 3 ; 1 4 : l 3 ; l 6 : l 5 ;















旧約聖書において幸いの宣言 (-l1at定式) は, 文頭に,n と い う 言
葉が置かれ, その後に幸いとされる人を描写する句が統く表現形式で
あ り, 例外的に物語的文脈に置かれていることもあるが(申33:29;
王 上 l 0 : 8 ; 代 下 9 : 7 ; ヨ プ 5 : l 7 ; ダ ニ l 2 : l 2 ),物語以外のジャン
ルの文学に用いられることの方が圧倒的に多い。 幸いの宣言は, 詩文
集 や ( 詩 l : 1-2 ; 2 : l 2 ; 3 2 : l-2 ; 3 3 : 1 2 ; 3 4 : 9 ; 4 0 : 5 ; 4 l : 2 ;
6 5 : 5 ; 8 4 : 5-6 ; 9 4 : l 2 ; l 0 6 : 3 ; 1 1 2 : 1 ; l 1 9 : 1-2 ; 1 2 7 : 5 ; l 2 8 :
1-2 ; l 3 7 : 8-9 ; 1 4 4 : l 5 ; 1 4 6 : 5 ), 預言集や(イザ30:18 ;32 :20 ;
56 :2 ), 格 言 集 ( 蔵 3 : l 3 ; 8 : 3 2-3 4 ; l 6 : 2 0 ; 2 0 : 7 ; 2 8 : l 4 ; コ へ
10 : l 7 )に多用されるのである。従つて, 旧約聖書の幸いの宣言に関
して物語的文脈は必ずしも不可欠な要素ではないと言える。 l日約聖書
の幸いの宣言については, 祭 儀 的 セ ッ テ ィ ン グ や ( 詩 1 : l-2 ; 2 : l 2 ;
3 2 : l -2 ; 3 3 : l 2 ; 3 4 : 9 ; 4 0 : 5 ; 4 1 : 2 ; 6 5 : 5 ; 8 4 : 5-6 ; 9 4 : l 2 ;
l 0 6 : 3 ; 1 l 2 : l ; l l 9 : l-2 ; 1 2 7 : 5 ; l 2 8 : l-2 ; 1 3 7 : 8-9 ; l 4 4 : 1 5 ;
l 4 6 : 5 ) 倫 理 的 勧 告 の セ ッ テ ィ ン グ ( 歳 3 : l 3 ; 8 : 3 2-3 4 ; l 4 : 2 l ;




共観福音書について言えば, 幸いの宣言はマル コ による福音書には
一度も出てこないが, マタイによる福音書とルカによる福音書には
度々使 用 さ れ て い る ( マ タ 5 : 3-l 2 ; 1 1 : 6 ; 1 3 : 1 6 ; l 6 : l 7 ; 2 4 :
46 ;ルカl : 4 5 ; 6 : 2 0 , 2 l , 2 2 ; 7 : 2 3 ; 1 0 : 2 3 ; 1 1 : 2 7 , 2 8 ; 1 2 : 3 7 ,
38,43;14 :14 ,15 ;23 :29 )。マタイによる福音書とルカによる福音
書に収録されている Q資料には, この文学形式を好んで用いる傾向が
ある(Q6 : 20 , 2 1 , 2 2 ; 7 : 2 3 ; l 0 : 2 3 ; 1 2 : 4 3 )3。 Q資料に含まれて
いる伝:承群には大まかな主題的まとまりはあるが, 文書全体に明確な





用され, イ ェ スの発言の結びの部分に結論として提示されている ( ヨ
ハ13:17 ;20 :29 )。福音書中の幸いの宣言にとり,物語的文脈は構成
的意義を持つている。
物語的文脈において幸いの宣言を行うのは大概の場合はイ ェスであ
り, その場合は祝福, 或いは, 勧めの言葉として宣言がなされる。他
方, 他の登場人物が行う例外的事例では, 幸いの宣言は設辞として機
能 し て い る ( ル カ l : 4 5 ; 1 1 : 2 7 ; l 4 : 1 5 )。 イ ェ スがこの宣言を行う
二 W. Kaser,“Beobachtungen zum alttestamentlichen Makarismus,”ZA l l' 82
(l970)229を参照。




のは, 発言の冒頭においてであることも(マタ5:3- l 2 ; 1 6 : 1 7 ; 2 4 :
4 6 ; ル カ 6 : 2 0-23),発言の結びの部分においてであることもある(マ
タ 1 1 : 6 ; l 3 : l 6 ; ル カ 7 : 2 3 ; l 0 : 2 3 )。ルカl2 : 37-38では, 発言
の初めと終わりに使用されて枠構造を形成している。
華いの宣言は大概の場合は, 一重であるが, 多重構造をとる場合も
あ る ( マ タ 5 : 3- l 2 ; ル カ 6 : 2 0-23)。 この点は旧約聖書の使用例より
も, 中間時代のュ ダヤ教文書における幸いの 宣 言 ( ス ラ・エ ノ 4 2 : 6-
l 4 ; 5 2 : l - l5;4Ql85;4Q525)に並行している。幸いとされる根拠を
示す帰結文は来るべき神の国において与えられる終末的報い (マタ 5 :
3- l 2 ; ル カ 6 : 2 0-23)を語つてぉり, 旧約聖書の知意文学が述べるよ
う な 現 世 的 幸 福 ( 蔵 3 : 1 3 ; 8 : 3 2-3 4 ; l 4 : 2 1 ; l 6 : 2 0 ; 2 0 : 7 ; 2 8 :
14 ; 29 : l 8 ; 3 l : 2 8他を参照)とは異なる。 こうした特色は中間時代
のュ ダヤ教文書における一部の幸いの宣言(エチ・エノ58 : 2 ; 8 1 : 4 ;





論術」 l358b;キケロ 「発想論」 1.5.7; 「弁論家に ついて」 l.6.22;1.31.
l 4 1 ;偽キケロ 「へレ ン ニ ウ スに与える修辞学書」 l.2.2 ; ク ウ ィ ン テ ィ
リアヌス 「弁論家の教育」 3.4.l- l6)。 しかし, 特定の状態または態度
を称資することは,聴衆がそうした状態に達することや態度をとるこ









Q資料はこの文学形式を4箇所に用いている (Q6:20-23 ; 7 : 2 3 ;
l 0 : 2 3 ; l 2 : 4 3 )。マル コ による福音書が神の国の近接の説教をイ ェス
の宣教の中心と考えたのに対して(マルコ1:  14-15),Q資料は幸いの









a. ル カ l : 5-4 : 1 3 における幸いの宣言
ルカによるイ ェスの誕生・幼 少 物 語 ( ル カ l : 5-52)の中には, 一回
5 K.Berger, Formgeschilchte des Neuen Testam en 1ts (Heidelberg:Quelle&
Meyer,l984)188-194は, 幸いの宣言を 「助言的類型」 に分類している。
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だけ幸いの宣言が出て来る(1: 42)。 マ リ ア に対する受胎告知(l: 26-
38) に続く, エリザべト訪問の出来事の中で, エリザべトがマリアを
祝福する言葉の中で幸いの宣言をする。彼女は, toioylaµel,,7 的 1llv
γtn,a1;il, m i ,e-0aoγ1l 1l‘,ll:l'o ;' ,0 Ka p'r0;' 'rijf ' KotM af o1ot' (祝福され
ています, あなたは女性たちの間で。 祝福されています, あなたの胎
に宿る実は) という大変高揚した祝福表現によって言葉を始め (1:
42), m i µmapta ,ll, monvola,c;a O n ecl・,im n lLeiooltt:・ n t f
1し,e1l.,a1l.,tµel,otf a vrjj napa K t,peot,(幸いです, 自分に語られたこと
が主にあって実現すると信じる者は) と い う 幸 いの宣言によって締め




て い る と い う こ と に あ り, 幸いの究極的根拠は神の祝福である。
Eoaoy,aµ,evo,;l (祝福されている) という表現に含まれている動詞
e〇λoy,eo は, 「祝福する」ことを意味するが(マタl4 : 19 ; 26 : 29 ;マ
コ 6 : 4 1 ; 8 : 7 ; 1 4 : 2 2 ; ル カ 2 : 3 4 ; 6 : 2 8 ; 9 : l 6 ; 2 4 : 3 0 ,  50,
4 1 ; ロ マ l 2 : 1 4 ; ガ ラ 3 : 9 他 ), 目的語が神の場合は, 「設美する」と
い う 意 味 に な る ( ル カ l : 6 4 ; 2 : 2 8 ; 2 4 : 5 3 ; ヤ コ 3 : 9 他 ) 7。
Eaoy,a‘,tvo,r (「祝福されている」) という受動表現は, 旧約聖書や旧
6 W.Radl, Dla s Et,angelium nachLukas ( l.Teil;Freiburg: Herder,2003)
l.72もこの点に注日する。
7 Bauer-Aland,651-652;W.Beyer. ThWNT 2.75l-763;H.Patsch, EWNT
2.l98-20l ;  J .A. Fitzmyer, T he Gospe1t according to Luke (AB28-28A;New




約外典文書において, イ ス ラェルや(申28 :4-6), 民族の危機を救つ
たュダヤ人女性のヤェル ( 士 5 : 2 4 ) や, ユ デ ィ ト ( ユ デ ィ l 3 : l 8 ) に
対して用いられている。新約聖書においてこの表現は, マ タ 2 l : 9 ;
23 : 3 9 ;マ コ 1 1 : 9 , l 0 ; ル カ 1 3 : 3 5 ; 1 9 : 3 8 ; ヨ ハ l 2 : 1 3 に お い
て, エルサレム入城の際のキリストに対して使用されている。同根の
形容調e・noy,rr6 f (設美されるべき)は, へプライ語◆l1la の訳語とし
て旧約l發書・ユダヤ教の祭儀的用語法の伝統に従つて(詩l8[l7]:47;
28 [27 ] : 6 ; 4 l [ 40 ] : 14 ;66 [66 ]19 ;ユディl3 :17他を参照), 神
の 形 容 と し て 使 用 さ れ る ( ル カ 1 : 6 8 ; ロ マ l : 2 5 ; 9 : 5 ; I I コ リ l :
3 ; 1 l : 3 l ; エ フ ェ l : 3 ; I ぺ ト l : 3 ) 8。
ル カ 1 : 4 2 a で, eaoml:‘,tlnl ,cli,,e1,γuva1;i1, (祝福されています,
あなたは女性たちの間で) と祝福されているのは聞き手のマリアであ
る。その理由は, 天使ガプリ ェルの言葉にあるように, 彼女が聖靈に
よって身ごもり, 神の子キリストを生むことにある(ル力 l : 3 0-37)。
l : 4 2 b で, x a i e〇aoyial,evof 6 x ap nOf 'rij f x o ,lM af 01ot' (祝福さ




l:45 に あ るm‘'µ axdpta 力 nlmv0laltfa 〇n 9m a teAeto01lt'
n tf Aeえaえ?µtvotf a v・rn n ap,de m peot,(幸いです, 自分に語られた
° I-I.Patsch, EWN7、2.20l.












b. ルカ4:14-9 :50 における幸いの宣言
福音書記者ルカは Q資料から継承した幸いの宣言の多くを, イ ェ ス
のガ リ ラ ヤ 宣 教 を 描 く ル カ 4 : 1 4-9 : 50の部分に挿入している(6 :
20,2l ,22;7:23)。ルカによれば, ナザレの会堂説教(ルカ4:l6-30)
において, イ ェ スはその宣教の中心目的をイザヤ61:l-2に従つて,貧
しい者たちに福音を伝えることとしている(特に, ル カ 4 : 1 8- l 9を参
照)。 ル カ 4 : l 4-9 : 5 0 における一連の幸いの宣言は(6:20,2l ,22;
7:23), ルカによる福音書の文脈の中では, ナザレの会堂説教におい
て提示された貧しい者への福音の使命が, イ ェ スの言葉と業において
l° Schurmann, l .69;Rad l , l.80;D.L.Bock, L!‘he (2vols;Grand Rapids:
Baker,l994 -9 6 ) l.l38- l39;F.Bovon.i)asEt,angenu m nachL,tkas (EKK3/l-
3 ; Zurich:Benzinger/Neukirchen-Vluyn:Neukirchener Verlag, 1989-
200l)l.86,92;I.H.Marsha1l, The Gospe1 of Luke (NIGTC;Grand Rapids:
Eerdmans,1978)82;G.Schneider, i ;lla s Et langl1,l it‘m nach lt‘has (0TKNT3/
1 -2 ; 3. durchgesehe und erweiterte Aulll.;Gutersloh:Gerd Mohn,l992)1.56;
R.Tannehill, Luke (Nashvil le,TN:Abingdon,l996)53;H.Klein. H. Das
1.ukaseoalgelium (KEK1/3;Git;ttingen:Vandenhoeck&Ruprecht,2006)1ll.
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成就しているこ とを具体的に提示する機能を果たしている ''。 つま り ,
幸 いの宣言とは, 福音の光の下に人々が 幸 い で あ る こ と を イ ェ スが告
知することを意味する。











人の子のために, 人々があなた方を憎むとき, また, あなた方を
追放し, 「!路り, あなた方の名を邪悪なものとして捨て去るとき。
その日には喜び, 躍り上がれ。 見よ, 天におけるあなた方の報いは多
いからである。 同様のことを彼らの父組たちも預言者たちに対して
行つたからである。)
この幸いの宣言は, 平野の説教 (ルカ6:20-49) の導入部を構成し
ており, 聴衆に神の国での幸いを4重に宣言して, 演説の基調を提示





る l 2 0
平野の説教(ルカ6:20-49)に含まれている4つの幸いの宣言は, 配
列順が一部異なっているものの, 山上の説教中の幸いの宣言にも含ま
れ て い る の で ( マ タ 5 : 3-12),Q資料に通ると考えられる。初めの3
'2 ル力 6 :  20-26全体の釈義については, 原口尚彰「新約理密釈義入門」教文館,
2006年, 97- l03買を参照。
- l 0 -
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つの幸いの宣言 (6 :  20,21,22) の方が伝承の古層であり, 4番目の幸
いの宣言(6:22-23)は伝承の新層であるからである l 3。 最初の3つは
おそらく史的イ ェ ス自身に遡り, 貧しい者たち, 飢える者たち, 泣い





Q原本段階において初めの3つの幸いの 宣 言 (Q6:20-2l )  は三人
称で書かれ, 4番目の幸いの宣言(Q 6 : 2 2-23)は二人称で書かれて




して福音書の読者にも語り掛けられていると考え, ルカ版 Q 資料 (Q
ルカ) が伝える二人称複数形を維持したのであった。
Q ルカは平野の説教中の4つの幸いの宣言(ルカ6:20-23 )に災い
'3 Fitzmyer,1.63l; Klein, 245; Radl,l.374;Schurmann,l.326; Wiefel. l30;
M.Sato, Q u n d P r o phetie (WUNT2/29 ;T llibingen:Mohr,1988)254;U.
Luz Dla s Etlm g,elium nach Matthaus (M t l -7)(Neukirchen-Vluyn;Neukir -
chener Verlag,2002)27l -272;S.Schulz,Q. DieSprt‘chql‘lueder Et'angelisten
(Zurich:Theologischer Verlag. l972)76-84.
'' Bovon. 1.295;Sato. 254 ;K le i n ,246 ;Luz ,271-272 ;Rad l ,  l.374;
Schneider. l . l 5 1 S c hurmann,1.328. 335.
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l2
の宣言 ( 6 :24-26) を付け加えてぉり, その結果, Q ルカの伝える幸
いの宣言には預言的・黙示的性格が強まっている (スラ ・エ ノ 5 2 : l -
l5を参照) '7。ルカによる福音書は, 幸いの宣言(ルカ6:20-23)に災
いの宣言(6:24-26)の組み合わせをQ ルカより継承して, 物語的文
脈の中に置いた。 その結果, マリアの識歌に登場し, 福音書全体を買
く , 貧しい者, 弱い者を擁護し, 富める者,力ある者を批判する主張
の一環 を 形 成 す る こ と と な る ( ル カ l : 4 6-5 5 ; 4 : 1 8- l 9 ; 6 : 2 0-23;
7 : 2 3 ; 8 : l 4 ; 1 2 : l 3-2 l ; l 4 : l 5-2 4 ; l 6 : l 9-3 l ; 1 8 : 2 4-24) '8。
ルカが伝える第lの幸いの宣言においては, 幸いと宣言する理由を
与える後半部に,神の国の付与という終末的概念が提示されている(ル
カ6:20 )。 さ ら に, 平野の説教中の他の3つの幸いの宣言の後半部に
は, 動詞の未来形が使用されてぉり (6:21,22,23), 終末時における
連命の逆転が幸いの根拠とされている。 この事情は, これらの幸いの
宣言が,終末論的な幸いを語ることを示している '9。言葉を換えて言え
ば, 平野の説教中の幸いの宣言は, 知恵文学的な性格ばかりでなく, 黙
示文学的な性格も併せ持つていることを示している。 黙示文学におけ
る幸いの宣言は, 現世的な幸福ではなく, 来るべき世における幸いを
宣言するからである(エチ・エ ノ 5 8 : 2 ; 8 l : 4 ; ス ラ・エ ノ 4 2 : 6 ; 5 8 :
2 ; 8 2 : 4 ; 黙 l 4 : l 3 ; l 9 : 9 ; 2 0 : 6 を 参 照 ) 2°。 しかし, 聴衆は将来に
'' Wiefel. l30に置成。
' Schtlrmann. l328を参照。
'' こ の 点 を, Bock. l .572;Bovon, l.30l;Fitzmyer, l . 6 33 ;Rad l. l.376;
Schum、ann. l.326,328-33 l ;  J.Nolland, L!dte (WBC35A-C;I1)aIlas:Word.
l989- l993) l.283が強調する。
2°Berger,l89;原口「4Q185/4Q525」l6- l9 lii, 同「燃示録における幸いの宣
言J「新約学研究」 第35号(2007年)52-55買を參照。




この点では, 平野の説教中の幸 いの宣言は, 死者の幸いを宣言する通
常の黙示文学の幸いの宣言とは決定的に異なる独自な性格を示してい
るo
ル力 7 :  23 における幸いの宣言
ルカ7:23 (マタ1 l :6 )における幸いの宣言は, 獄中の洗礼者ヨハ
ネが使者をイ ェ スの下に造わして, イ ェスがメシアであるかどうかを
尋ねる物語の中に置かれている(7: l8-35)。物語の前半は(ルカ7:
18-23), ヨハネの使者とイ ェスとの対話であり, 後半は(ルカ7:24-
35), ヨハネについてイ ェ スが群衆に語る講話である。 この対話におい
て, イ ェ スは自らのメシア性について命題をもって直接に答えること
をせず, 病人を 1應し, 悪聽を追放し, 貧しい者に福音を語る自らの活
動 を ( 7 : 2 l ), イザヤ書の引用(ルカ7:22 ;イザ 2 9 : l 8 ; 3 5 : 5-6 ;
26 : 19 ; 6 l : 1 )によって,救いのメシアのしるしとして提示した後に,










幸いの宣言は(ルカ7: 23), イ ェスの発言の前半部を締め括る言葉
と し て 出 て 来 る。幸 いの宣言の文言はルカ版もマタイ版も, Mmｵ
lmd:pt6f e(lnl'0 f iavµ1ll l 〇1mvllia]lLt0θ?i v eµ〇t (幸いである, 私
に蘭かない者は)で一致 し て い る ( ル カ 7 : 2 3 ; マ タ 1 l : 6 )。 この言
葉は,「あなたは来るべき方ですか? それとも私たちは他の方を待つ





かし, この幸いの宣言が, 否定表現を用いてイ ェ スに顯かない者の幸
いを宣言している点は特殊であり, 聴衆に警告を発してイ ェ スの言葉
に顯かないように勧めている 2S。ル力による福音書の文脈では, ナザレ
の会堂説教においてイ ェスがイザヤ書の箇所を朗読してその成就を宣
言したのに対して(ルカ4:  l 6-2 l ), 会衆がその言葉に一旦は感嘆した
ものの, 結局のところ願いて, イ ェスを受け入れなかった出来事が思
い起こされるであろう(4 : 22-30)。イ ェスのメシア性の主張に対して,
ユダヤ人社会の多数は受け入れないことが予想される中で, それを受
け入れる少数者の行動は, 「l鼠か ないこ と」 と形容されるのである。
:a Klein,282; Marshall,292; Radl,465を参照。
2' 原口 「黙示録における幸いの宣言」 48-52頁を参照。
n この幸いの宣言の醫告としての性格に ついては,NolIand,l.33l.333;Tanne-
l:lill. 13 l ;  J.Dupont,“L'amba的adede Jean-Baptiste (Matthieu1l,2-6;Luc7 ,




この部分において(ルカ9:51- l 9 : 27 ), 福音書記者ルカは Q資料
から継承した幸いの宣言を挿入した上に(ルカ10:23;l2:43), 他の
幸いの宣言を要所に編集的に挿入し, 物語における幸いの基調を強化




ルカl0 :23 (マタ13 :16 )における幸いの宣言は, 神より与えられ
た特別な知恵についてイ ェ スが感謝の祈りを捧げる物語の中に出て来
る ( ル カ 1 0 : 2 1-24)。 ルカ10 : 2 l-22はマタ11:25-27に平行し, ル
カ l l : 2 3-24はマタl3 :16-17 に平行しているので, ル カ 1 0 : 2 l-22
とルカ11:23-24は元々独立の伝承であり, 福音書記者ルカが両者を
結びつけたのであると考えられる26。
幸いの宣言を含む語録は, ルカl0 : 2 3-2 4 と マ タ 1 3 : l 6-17 に保存
されている。 幸 いの宣言の語り手はイ ェ スであり, 聞き手は弟子たち
である。ルカ版のテキストは,µ oucdptot oi600a?µoio,l:Pat m vtef
,a,βaenfe(幸いである, あなた方が見ていることを見る日は。) と な っ
ている。 この文章は三人称複数形で書かれているが, 主語は二人称で









で あ る ( ル 力 l 0 : 2 3-24)。弟子たちの目が目撃しているのは, イ ェ ス
の言葉と業やそれを継承した彼ら自身の宣教において救いが成就して
い る こ と で あ る。つまり, ここで彼らは救いの証人として, 幸いを宣




致 し ( ル カ l : 1-4を参照), ひいては, イ ェ スの宣教における旧約預
言の成就と救いの現在性を示す一連の箇所の一つとなっている (4:
18- l 9 : 6 : 2 0-23 ; 7 : 2 3 ; 10 : 23を参照)。
ル カ l l : 2 7 , 2 8 における幸いの宣言
この幸いの宣言の組は, 群衆の中のある女性とイ ェ スとの間の短い
言葉の造り取りの中に出て来ている(ルカl1:27-28)。 これらの言葉
は他の福音書には出て来てぉらず, ルカ特殊資料に由来する。 この過
り 取 り は, ぺ ル ゼ プ ル 論 争 と ( l 1 : l 4-23), 悪1盤の帰選の危険に つい
ての普告の(1l :24-26), 直ぐ後に出て来る。群衆に対してイ ェ スが
話をしていると, 突然, 群衆の中の一人の女性が,µal Kapta 方 KotlLia
2' I;ock,2.1023; Klein,386 ;Schumann,2.l2 l : Wiefel,206
a' Fitzmyer,2.867;Wiefel,206を参照。
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力 Plalrrdlcla(:;‘dl ,c;t Ka i µaon i oOf i的入aoa f (幸いです, あなたを
宿した胎や, あなたが吸つた胸は) (11:27)という言葉をイ ェスに掛
けた(トマ福79も参照)。 この幸いの宣言は, イ ェスを産み, 育んだ
マリアに対する讚辞であり, ,eoaoy,al,ev,tov 1lll,γt,t,ai;h, (祝福され
ています, あなたは女性たちの間で)という (1:42a), エ リ ザ べ ト が
マ リ アへ語つた幸いの宣言に呼応している。修辞的に言えば, この幸
いの宣言には演示的機能が優越している。 さ ら に, マリアの幸いはイ
エスを生み, 育んだことにあるのならば, イ ェスが幸いな存在である
ことが大前提となっている。つまり, マリアへの讃辞は同時にイ ェ ス
への議辞である 29。
これに対して, イ ェ スは,µ el'o 01'µoMdlptot o1 ,dMo〇ol'n f ' ,rOv
λ6γol,・ro〇 Oeo〇 Mi OvMoool,・rt f・ (むしろ, 幸いである,神の言
葉を聞き, 守る者たちは)という幸いの宣言によって応える(1:42b)。
イ ェ スは自分の肉親や自分自身への讃辞を肯定せず, よ り一般的な幸
いの宣言を対置した3°。即ち, イ ェスは自分と血縁関係にあることによ
る 幸 い よ り も, 自身の口から語られる神の言葉を聞き, 守ることの幸
いの方の方が重要であることを示した。 このことは, 先にイ ェ スの肉
親が会いに来て, 人を介して呼ばせたときに, イ ェ スが, 「私の母, 兄
弟たちとは, 神の言葉を聞いて守る人々である」 (8 :21)  と語つたこ
とに呼応している3'。 血縁関係よりも神の言葉の受容と実践の方が幸
2 Berger,l92;Bock,2.1094;Schtirmann,2.253;Tannehiii, l 9 4 ; H . Z i m-
mermann,“Selig,die das Wort horen und es bewahren:eine exegetische











これら 2つの幸いの宣言は, 終末の時の主の来臨を待つことを, 婚
礼から帰つて来る主人の到着を待つ召使いに喩える講話の中に出て来
ている(ルカ11:35-40を参照)。 この講話はイ ェスが終末の到来に備
える勧めを語る喩え話しの伝承と(マタ24:45-5 1 ; ル カ l 2 : 4 l-48)
主題的には近いが, 細部において大きく異なるので独立の並行伝承で
あ ろ う 33。第1の幸いの宣言の語り手はイ ェスであり,µ lncdlptot. ol1
,l;1ooao,inεvo,, oof aeov6 Kop,o ;・eap?ae,yp,n,、opoov'mf (幸い
である, 主人が帰つて来て日を覚ましているのを見出す, それらの僕
たちは)という内容である。第2の幸いの宣言は, xa,, ,el,◆aa3t,'eepe
xav ,e, ・rj j ?e◆a ,li,,‘1La xj iaea m i aopa oofof , µmd,p,oi e ia,,
i,eetvot. (第2の刻であろうと, 第3の刻であろうと , [主人が]帰つ
て来て, そのように [目を覚まして]いるのを見出すならば, 幸いで
ある, それらの者たちは) という内容であり, 第1の幸いの宣言と同
様の内容を踏まえて, 幸いとされる付帯状況をさらに詳しく述べたも
のである。
この幸いの宣言において, 幸いである状態は主人の帰還にllatえ ら れ
32 Schurmann,2.256.
33 Fitzmyer. 2.984;Wiefel. 242 に費成。







ルカl2 : 4 3 における幸いの宣言
ルカ12:43 (マタ24:46 )における幸いの宣言は, イ ェ スが終末の
到来に備える勧めを語る喩え話しの中に出て来る (マタ24:45-51;
ルカ12:41-48)。ルカの現在の文脈では, 先に語られた喩えの意味を








の幸いの宣言の本文は,µaKdpto,;l 6 ,ll1o〇?o,r en t vo,r, lt;vaθol,lll
Kup‘o,r alll・ro0 ,e 0l1o:1jlo1a m‘oOym o加o f  (幸いである, 主人がや っ
て来た時にそのようにしていると判明する僕は) と なっており, 最後
の2語mto 01,m o0・t1or の語順の他はルカ版とマタイ版の間に相違
3◆ Wiefel, 244に費成。







ル カ l 4 :  l4 における幸いの宣言
この幸いの宣言は, 祝宴を開くときに招く客の選択について語るイ
エスの言葉の結びとなっている(ルカl4 :7- l4)。資料的にはこの部分
はルカ特殊資料に由来する。幸いの宣言の文言は, xaiµa xap,of ,e,ci:a,
6 n ooK exo,o,l, ,d,v,:mo,il,oovat oot, dn,・m1n:o〇o0力aemtγap e;o,e,,
f方duaoafou ・f0l,aMa f_. (幸いである, 彼らはあなたを招き返す
力はないのだから。 あなたには義人の復活の際に報いが与えられるで
あ ろ う )  となっている。 この幸いの宣言は招き返す資力がない負しい
者を祝宴に招く者を幸いであるとしているのであるから, 福音書全体
を貫く, 貧しい者,弱い者を擁護し, 富める者, 力ある者を批判する
主 張 に 共 鳴 し て い る ( ル カ l : 4 6-5 5 ; 4 : l 8-l 9 ; 6 : 2 0-2 3 ; 7 : 2 3 ;
l 6 : l 9-3 l )。 しかし, 祝宴を開き, 客を招くことが出来るのは或る程









ことであり, am a m〇o0力a e nt yap ,efot 1ll l, f方 dn,ao'rdl(;a foy
,,;Ma‘:,明,. (あなたには義人の復活の際に報いが与えられるであろう)
と述べられている (14:14b)。 この幸いの宣言は, 特定の行動が幸い
であるとしているのであるから, 演示的機能だけでなく, 聞き手への
一定の行動を勧める助言的機能を内包している。 費しい者に施しをす
る こ と は, 初期ユダヤ教においても実践すぺき徳日とされていた(ト
ビ 4 : 6-8)。新約聖書もそのことを前提にして, 施しをする内的動機を
間 題 に し て い る ( マ タ 6 : 1-4 ; ル カ l 1 : 4 l )。
ルカ14: l 5 における幸いの宣言
ル カ l 4 : 1 4 の 言 葉 を 聞 い て い た 客 の一人は,µmdlpto,r Omtf
,l,dγ,e◆at ap nl, ,ev ◆a ,pa alLee,gln〇 eeo〇. (幸いです, 神の国で食
事をする者は) と語つた。 この言葉は, イ ェスが語つた幸いの宣言へ
の肯定的応答であると共に, 大宴会のl驗え話が語られる誘因を与える









て来る。 Mm :,a1pi,n a i otetpa xai al xoaea a l o加 1eγlllt,i,,7(;1at,
xaiµa,lfm o,t o〇K ,90pet-. (幸いである, 不妊の者たちや, 子を
産んだことのない胎や, 乳を飲ませたことのない胸は) と い う イ ェ ス
の言葉は ( イ ザ 5 4 : l ), 幸いという言葉を用いていても, 子を産んだ
こ と も 育 て た こ と が な く, その結果, エルサレムの住民であるその子
供たちが過酷な運命に会うことがない女性たちの幸いを語つている。
子の誕生ということは, 本来, 喜ばしい出来事の筈であり(創21:1-
8 ; ル カ l : 5 7-5 8 ; 2 : l 0- l1),子供が生まれない女性は通常なら引け
日 を 感 じ な け れ ば な ら な か っ た ( サ ム 上 l : l-8 ; ル カ l : 7 , 2 4-25;
ガ ラ 4 : 2 7 )。イ ェ スが子を産まない女性の幸いを語ることは, 子を産





まれた日を呪う ョプの言葉や(ヨプ3:1-26), 旧約の預言者エ レ ミ ヤ
の言葉(エ レ 20 : l 4- l 8 ) に 見 ら れ る。
3. 使徒言行録における幸いの宣言
パウロはミレトス演説(使20 : l 8-35)の結びで, 主イ ェスの言葉と
3o Nolland,3.l137;Tannehill,339を参照。 これに対して,R.E.Brown, The




して, MaKdlpt6l' ,elmt'µa?〇l' 11l‘.,li16l'a ? ;1lLaµplal'al'. (幸いであ
る, 与 え る 方 が, 受 け る よ り も。)という格言を引用している 3 7。 この
言葉は, 共観福音書には言及されてぉらず, 史的イ ェ スに通る可能性





心であったのに (I コ リ l : 2 6-3 l ), 次第により富裕な信徒が增えて来
て会員間に経済的格差が生じる現象は, 既にパウロが伝道した初期の
コ リントの教会に見られる( Iコ リ l l : 1 7-22を参照)。 パウロは会員
たちの中に或る程度の経済的負担力がある者がいることを前提に, 経
済的に因窮するェルサレムの教会のために献金のアピールを度々行つ
たのである( I Iコ リ 8 : l -1 5 ; 9 : 1-l5を参照)。
ルカ文書の教会になるとパウロ書簡の時代の教会よりも, 資力のあ
る信徒たちの割合はさらに増えていたと推測される。 貧しい者への福
音 と い う 史 的 イ ェ ス以来の思想的姿勢を維持してはいるが ( ル カ l :
46-5 5 ; 4 : l 8- l 9 ; 6 : 2 0-2 3 ; 7 : 2 3 ; 1 6 : l 9-3 l ), 福音を間き, 回心
する人々の中には経済的に豐かな人々がいたのである3°。 ル カ に よ る
福音書は, !け産によってイ ェ ス運動を支えた女性たちや(ルカ8:3),
回心してから財産の一部を貧しい人々のために施そうとする人物が登
3' ミレトス演説金体の修辞的分析に ついては, 拙著 「ロゴス・工 一 トス・パ ト ス
使徒言行録の演説の研究」 新教出版社,2005年, 132- l48i1l1を参照。
:u; 荒并献 「理念としての 「貧者」一福音書・死と行伝記者ル力の「3n.人」 理解
をめぐって」 「荒1ll:献著作集3」 岩波密店, 2 0 0 l 年, 2 59-286貢を参照。
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場 す る ( l 9 : 8 )。使徒言行録には, その資力によって宣教を支えた家
の 教 会 の リ ー ダ ー や ( 使 l 6 : l 4-15), 身分の高い回心者も登場する
(17: l2)。 ここでは金銭や物資は何も持たず, ただ神を信じて巡回説
教をするイ ェ ス運動のェー トスは背景に退き, 持つている資力を負し
い者を助けるために分け与えることがキリスト者の倫理的行動として
称 揚 さ れ る こ と と な っ た の で あ る ( I ク レ 2 : l ; デ ィ ダ ケ一 l : 5 を 参
照)。
MaKaptl6l' ,elm l'µl iuot' ll;tll l6 v a ? ?aµpdve-. (幸いである, 与
える方が, 受けるよりも)と同様な格言は, ギリシア・ ローマ世界に
も ( ツ キ デ ィ デ ス 「戦史」 2.97.4;セネカ 「倫理論集」 81.17), 旧約外







について, 今日, 御前で弁明出来るので, 自分を幸いな者であると考
えます」 と述べる。 この文章は幸いの宣言の文学形式は用いていない
が, iγ,aµaiµat,◆01,µaKd ptot, (自分を幸いであると考えます)とい
う部分に,µ axdpto i・ (幸い) という形容詞を使用している。被告人で
あるパウロがアグリッパ王の前で弁明出来ることが幸いであると述べ
n 原ロ 「ロゴス ・エー ト ス ・ パ ト ス」 148頁を参照。
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る こ と は, 裁判官の役割をする王に対する誠辞であり, 弁明演説の導
入にあたり, 間き手であるアグリッパの好意的な反応を引き出す効果








(Q6:20,2 l. 2 2 ; 7 : 2 3 ; l 0 : 2 3 ; 1 2 : 4 3 ), ルカ特殊資料より新たな
幸いの宣言を付加する一方 で ( ル カ l : 4 5 ; l 2 : 3 7 , 3 8 ; 1 4 : l 4 , l 5 ;
23:29), 編集によって挿入したため(ル力 l 4 : l 4 , l 5 ; 2 3 : 2 9 ), 物
語の初めから終わりまで広汎にこの文学形式が用いられることとなっ
た ( ル カ 1 : 4 5 ; 6 : 2 0 , 2 1 , 2 2 ; 7 : 2 3 ; l 0 : 2 3 ; 1 1 : 2 7 , 2 8 ; 1 2 : 3 7 ,
3 8 , 4 3 ; l 4 : l 4 , l 5 ; 2 3 : 2 9 )。
福音書記者ルカは物語作者として, 幸いの宣言の持つ神学的意味と
文学的効果を意識しながら,効果的にこの文学形式を使用している。ル
カによる福音常は, Q 資 料 や (Q 6 : 2 0 , 2 l , 2 2 ; 7 : 2 3 ; l 0 : 2 3 ; l 2 :







カ 6 : 2 0-23), 或いは, 一定の姿勢を示す者たちが(7:23 ; l 0 :23 ;
12:43)幸いであると宣言がされる。他の登場人物が行う例外的事例
では,幸いの宣言はイ ェ スやその母に対する讚辞として用いられる(ル









(3) 福音書記者ルカは, 冒頭の祝福の宣言(1:42) と末尾の幸い
の宣言(1: 45) を呼応させて枠構造を形成しているが, 祝福と幸いは
意味の上でも起源の上でも異なる概念である。 ルカは概念上の区別を
維持しながら, 両者を結び付ける神学的努力をしている。 即ち, 人間
の祝福は神によって祝福されているということであり, 祝福の起源は






(4) 群衆の中の一人の女性が, 「幸いです, あなたを宿した胎や, あ
なたが吸つた胸は」 (11:27)という言葉をイ ェスに掛けた。 これに対
して, イ ェスは, 「むしろ, 幸いである, 神の言葉を聞き, 守る者たち
は」 ( 1 1 : 4 2b )という幸いの宣言によって応える。 イ ェスは自分の肉
親や自分自身への設辞を肯定せず, よ り普遍的な意味を持つ幸いの宣
言を対置した。 マリアやイ ェ スへの設辞としての幸いの宣言を, 神の
言葉を聞いて守ることを称揚し, 勧めるより上位の幸いの宣言が上書
きするのである。
(5) ルカ 2 3 : 2 9 Maxdlptat a l ot tEpa m i a 1 xoiMa at oOK
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